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2023 年度 第 1 回 6 月 

名大本番レベル模試 
日本史・採点基準 

◆論述問題・共通の基準◆ 
１．採点基準においては加点要素を，３点のものはアミカケ☐☐で，２点のものは二重線□□で，１点のものは下線□

□で，それぞれ示している。採点に際しては常に前後の文脈に留意する（◎で示した事項，< >）内に示した事項に内

容が反していないかを確認する）。例外的対応などについては※で示してある。 
２．加点要素に直接関係している歴史用語等（太字で表示）について，①誤字・略字を含む表記，②漢字で記すべき語

句のひらがな・カタカナ表記，③漢数字を含む語句への算用数字をもちいた表記は，原則として当該加点要素の配点

から漢字1 文字分につき１点減点とするが，同一語句・文字がくりかえし不適正な形で表記されている場合は，それ

ぞれを減点の対象とするのではなく，まとめて１点減点とする。④脱字，当て字のある歴史用語等の表記は，非加点

とする。 

３．答案紙に示された制限行数を超過した答案については，模試という性質を考慮して対処する。 

◆論述問題・採点基準上の記号◆ 
１．◎   …前提条件       （例）「◎アメリカ」 

                               「a 第一次世界大戦に参戦した」 

                               →答案例「イギリスは第一次世界大戦に参戦した」 

                                       ◎の内容と整合性がないため非加点 

※◎の内容は答案構成において明白にされていれば必ずしも記されていなくても良い 

２.<    >…前提条件       （例）「a <首相の>浜口雄幸」 

                               →答案例「浜口雄幸蔵相」 

                                       <    >の内容と整合性がないため非加点 

※<    >の内容は答案構成において明白にされていれば必ずしも記されていなくても良い 

３．〔    〕…別表現       （例）「a 益田〔天草四郎〕時貞」→「益田時貞」と「天草四郎時貞」 

４．（    ）…省略可能箇所 （例）「a 遙任(国司）」          →「遙任」と「遙任国司」 
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問題Ⅰ 原始・古代における王と天皇 
問１ 
◆加点要素の合計点１０点→１０点満点◆ 
◎「論争」 

a 「魏志」倭人伝の記述をめぐる論争 ………２点以内 

b 邪馬台国の所在地に関する論争 ………２点以内 

c 箸墓古墳が近畿説の根拠とされている ………３点以内 

b 吉野ヶ里遺跡が九州説の根拠とされている ………３点以内 

問２ 
◆加点要素の合計点１３点→１３点満点◆ 
◎「これらの資料」 

a <埼玉県の>稲荷山古墳出土の鉄剣銘 ………２点以内 

b <熊本県の>江田船山古墳出土の鉄刀銘 ………２点以内 

c 「ワカタケル大王」が確認された ………３点以内 

◎「これらの資料」からわかること 

d  <近畿地方を中心とした>政治連合が雄略天皇の時代に支配した範囲 ………２点以内 

e ヤマト政権が支配した範囲 ………２点以内 

f <近畿地方を中心とした>政治連合が関東から九州中部に及ぶ範囲を支配したこと ………２点以内 

問３ 
◆加点要素の合計点１０点→１０点満点◆ 
◎587年に大連が滅ぼされた事件 

a 蘇我馬子が大連を滅ぼした ………３点以内 

b 物部守屋が滅ぼされた ………３点以内 

c 崇仏派と排仏派の対立を一因とした ………２点以内 

d 皇位継承をめぐる対立を最大の要因とした ………２点以内 

問４ 
◆加点要素の合計点６点→６点満点◆ 
◎退位していた皇極天皇の「再度即位」 

a 斉明天皇としての即位 ………２点以内 

b 重祚 ………２点以内 

c 天皇は死去するまで在位することが原則だったことによる ………２点以内 

問５ 
◆加点要素の合計点１０点→１０点満点◆ 
◎倭 

a 百済が滅亡したことから旧百済勢力を支援するため朝鮮半島に派兵した ………３点以内 

b 白村江の戦いに敗れた ………２点以内 
c 唐・新羅との戦いに敗れた ………２点以内 

d <大宰府北方に>水城や朝鮮式山城の大野城を築いた ………３点以内 
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問題Ⅱ 中世の学問・教育と『庭訓往来』 
問１ 

◆加点要素の合計点１０点→１０点満点◆ 
◎源頼朝 

a 寿永二年十月宣旨による権限を得た ………２点以内 

※c・d・e 以後のこととした場合は非加点 

b 東海道・東山道の支配権を得た ………２点以内 

※c・d・e 以後のこととした場合は非加点 

c <畿内・西国に部将の>源範頼・源義経を派遣した ………２点以内 

※d・e 以後のこととした場合は非加点 

d <派兵して>源義仲を討った ………１点以内 

※e 以後のこととした場合は非加点 

e <派兵して>一の谷の合戦・屋島の合戦を経て壇の浦の戦いで平氏を滅ぼした ………３点以内 

問２ 

◆加点要素の合計点１０点→１０点満点◆ 
◎「書状」 

a <六波羅探題に>北条泰時が宛てたもの ………２点以内 

b 北条重時に宛てられたもの ………２点以内 

c 御成敗式目について述べられている ………２点以内 

d 式目が道理にもとづいて制定されたことが述べられている ………１点以内 

e 式目が武家社会の慣習や道徳にもとづいて制定されたことが述べられている ………２点以内 

f 式目が公家法に影響を与えるものではないことが述べられている ………１点以内 

問３ 

◆加点要素の合計点６点→６点満点◆ 
◎「例外」 

a 金沢実時が学問の施設を設けた ………２点以内 

b <学問の施設である>金沢文庫が設けられた ………２点以内 

c 六浦に和漢の書物が集められた ………２点以内 

問４ 

◆加点要素の合計点１０点→１０点満点◆ 
◎1438年に発生した戦乱 

a 永享の乱 ………３点以内 

b 足利義教が上杉氏を支援して足利持氏を討伐した ………３点以内 

◎1440年に発生した戦乱 

c 結城合戦 ………２点以内 

d 結城氏朝が足利持氏の遺児を擁して挙兵したが鎮圧された ………２点以内 

問５ 

◆加点要素の合計点１０点→１０点満点◆ 
※    …下線が必要な語（下線がない場合は脱字と同様の扱いとする。ただし，既に文中で用いていて，そこに下線を引いている場合は不問） 
◎17世紀後半以前の輸送物資 

a 敦賀・小浜から琵琶湖・大津を経由して京都に運ばれていた ………３点以内 

◎17世紀後半以後の輸送物資 

b 江戸の商人河村瑞賢が整備した海運で運ばれるようになった ………２点以内 

c 西廻り海運で運ばれるようになった ………２点以内 

d 下関や瀬戸内海を経由して大坂に運ばれるようになった ………３点以内 

問６ 

◆加点要素の合計点６点→６点満点◆ 
◎問丸と割符 

a 問丸は運送業者だった ………２点以内 

b 割符は為替手形にあたる ………２点以内 

c 割符は遠隔地間の取引で利用された ………２点以内 



4 
 

問題Ⅲ 朝鮮通信使 
問１ 
◆加点要素の合計点１３点→１３点満点◆ 
◎1390年代に太政大臣に就いた武士 

a 足利義満 ………１点以内 

b 明に朝貢して明との貿易を始めた ………２点以内 

◎1580年代に太政大臣に就いた武士 

c 豊臣秀吉 ………１点以内 
d 明の征服をめざした ………１点以内 
e 明への先導を拒否した朝鮮に派兵した ………３点以内 

f 文禄の役・慶長の役で明と交戦した ………３点以内 
g <捕虜として朝鮮の>儒者や陶工を連行した ………２点以内 

問２ 

◆加点要素の合計点１０点→１０点満点◆ 
※    …下線が必要な語（下線がない場合は脱字と同様の扱いとする。ただし，既に文中で用いていて，そこに下線を引いている場合は不問） 
◎江戸時代の農業経営 

a 家族労働による小農経営だった ………２点以内 

b 風呂鍬にかわる鍬が普及した ………１点以内 

c 深耕用の鍬が普及した ………１点以内 

d 備中鍬が普及した ………３点以内 

e <新たな>鍬の普及で農業生産力増大・開墾・農業の集約化が促された ………３点以内 

問３ 
◆加点要素の合計点１０点→１０点満点◆ 
◎琉球王国 

a 島津家久に征服されて薩摩藩の支配下に入った ………２点以内 

b 中国との朝貢貿易を継続した ………２点以内 

c 国王の代替わりには江戸に謝恩使を派遣した ………３点以内 

d 将軍の代替わりには江戸に慶賀使を派遣した ………３点以内 

問４ 
◆加点要素の合計点１０点→１０点満点◆ 
◎「建築物」 

a 日光東照宮 ………３点以内 

b 権現造だった ………２点以内 

c 徳川家康が祀られている ………２点以内 

◎徳川家光の「建築物」が関わる対応 

d <「建築物」の>大改修に着手して徳川家康の神格化を進めた ………２点以内 

◎徳川家光の朝鮮使節への対応とその意図 

e 日光を訪れさせて将軍の権威を高めようとした ………１点以内    

問５ 
◆加点要素の合計点１０点→１０点満点◆ 
◎「儒者」の通信使への対応 

a 新井白石による ………２点以内 

b 待遇を簡素化した ………２点以内 

c 国書の「日本国大君殿下」を「日本国王」と改めさせた ………２点以内 

◎「吉宗」の通信使への対応 

d 徳川吉宗による ………２点以内 

e <変更されていた>国書の宛名をもとに戻させた ………２点以内 
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問題Ⅳ 荒畑寒村の自伝 
問１ 
◆加点要素の合計点１０点→１０点満点◆ 
◎「社会主義者」 

a 幸徳秋水 ………２点以内 

b 堺利彦 ………２点以内 

c 非戦論を主張した ………２点以内 

d 主戦論に転じた『万朝報』を辞めた ………２点以内 

e <主張を続けるため>平民社を設立して『平民新聞』を発刊した ………２点以内 

※d より前のこととした場合は非加点 

問２ 

◆加点要素の合計点６点→６点満点◆ 
◎『東洋経済新報』で展開された主張 

a 石橋湛山による ………２点以内 

b 小日本主義 ………２点以内 

c 日本は青島を領有すべきではないこと ………２点以内 

問３ 
◆加点要素の合計点１４点→１４点満点◆ 
◎ Ⅰ  

a 鈴木文治が組織した ………２点以内 

b 友愛会 ………２点以内 

◎ Ⅰ から改称した Ⅱ  

c 大日本労働総同盟友愛会 ………２点以内 

d 第１回メーデーを主催した ………２点以内 

◎ Ⅱ から改称した Ⅲ  

e 日本労働総同盟 ………２点以内 

◎ Ⅰ から Ⅲ にいたる過程における団体の転換 

f 労資協調主義から階級闘争主義に転換した ………２点以内 

g 実質賃金の低下を背景とした ………２点以内 

問４ 
◆加点要素の合計１０点→１０点満点◆ 
◎大政翼賛会の成立へとつながった運動 

a 新体制運動 ………２点以内 

b 近衛文麿による ………２点以内 

c 第二次世界大戦でドイツが優勢ななかで展開された ………１点以内 

d ナチ党のような政党の結成を目的とした ………２点以内 

e ファシスト党のような政党の結成を目的とした ………２点以内 

f 指導政党の結成を目的とした ………１点以内 

問５ 

◆加点要素の合計点６点→６点満点◆ 
◎終戦後最初の総選挙 

a 満 20歳以上の男女を選挙人とした衆議院議員総選挙だった ………３点以内 

b 日本自由党が第一党となった ………３点以内 

 


